














































































































怒濤時代後半”の 4 年間を、また女性学関係の学会の立ち上がり期を、そしてその後 5 ～
6 年間にわたる「女性雑誌研究会」時代を、ともに過ごせ、またその「役得」にあずかれ
たことを、ぼくはとても幸運に思っている。
井上さんはおだやかなパーソナリティーの人だ。それでも批判的で、抵抗し、怒ってい
たし、和光大学もそうだった。だが、どうしようもないこの国の方がいささかしたたかな
ようで、残念ながら絶望とともにぼくも、ぼくの愛した和光大も、そして井上さんの怒り
も、しぼみがちだ。井上ふたたび、和光ふたたび。
─────────────────────────［もろはし たいき・フェリス女学院大学文学部教授］
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